
 

 

 

痙攣重積型脳症の予後予測に有用な頭部 MRI所見の探索 

 

１．研究の対象 

2011年 1月から 2018年 12月の間に当院で痙攣重積型脳症と診断され治療を受けた方で、0歳〜

10歳の方 

 

２．研究目的・方法 

痙攣重積型脳症は日本で最も多い小児の感染性脳症であり臨床的に重要な疾患です。急性期の頭

部 MRIの拡散強調像で大脳に拡散低下を示す所見が特徴的とされています。しかし画像診断によ

る痙攣重積型脳症の予後予測に関する報告はほとんどありません。 

我々は痙攣重積型脳症患者の MRI所見に着目し、MRIで認める病変の解剖学的部位が予後予測に

有用な可能性があると考えました。本研究の目的は痙攣重積型脳症の予後予測に頭部 MRI所見が

有用か調べることです。 

本研究は過去の病歴、採血データ、頭部 MRIデータなどを解析する観察研究です。 

研究期間：臨床研究倫理委員会承認後～西暦２０１９年１２月３１日まで。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病歴、採血データ、頭部 MRI画像 等 

 

４．お問い合わせ先 

 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場

合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
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